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障がい者施設、京都伝統工芸大学校、南丹保健所で
協働開発した「京のつちたま」つくり

 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
て
る

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
市
民

協
働
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
き
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
に
し
、
お
互
い
に
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
、
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
。
現
在
、
「
市
民

と
共
に
担
う
ま
ち
づ
く
り
手
法
検
討
委

員
会
」
で
、
そ
の
手
法
や
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
（
㉔
）
。

　
市
民
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
の
一

つ
、
「
南
丹
市
国
際
交
流
協
会
」
が
３

月
末
に
発
足
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
国
際
交
流
事
業
を
展
開
さ
れ

ま
す
（
㉕
）
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
行

事
や
地
域
文
化
の
熟
練
者
な
ど
多
様
な

人
材
を
掘
り
起
こ
す
人
材
登
録
制
度
「
達

人
バ
ン
ク
」を
新
た
に
設
け
ま
す（
㉖
）。

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
と
し
て
、

優
れ
た
技
能
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
数
あ
る
大
学
な
ど
と

連
携
し
た
取
り
組
み
も
進
め
、
学
生
の

力
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
「
学
生
の
ま
ち
」
と
し
て
学

生
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
（
㉗
・
㉘
・
㉙
）
。

 

広
く
お
知
ら
せ
し
、
広
く
聴
く
　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
進
め
て

い
く
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
市
の
状
況
や
取
り
組

む
施
策
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
「
広
報
な
ん
た
ん
」
や
「
お
知

㉔
市
民
協
働
推
進
事
業
　     

4
7
万
円

㉕
国
際
交
流
事
業

　
　
　
　
　  

　
（
新
規
）
２
０
４
万
円

㉖
達
人
バ
ン
ク
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　  

（
新
規
）
1
3
万
円

㉗
大
学
等
連
携
協
力
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
2
1
万
円

　
美
山
で
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催

㉘
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
１
３
０
万
円

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
し
た
地
域

と
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
集
落
の
再

生
を
図
る
（
平
成
20
年
度
美
山
町
福

居
地
区
、
平
成
21
年
度
日
吉
町
五
ヶ

荘
地
区
で
実
施
）

㉙
産
官
学
公
連
携
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
5
2
万
円

　
美
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
佛
教
大

学
、
市
が
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
や

教
育
研
究
活
動
へ
の
助
成

 

地
域
の
み
ん
な
が
子
育
て
応
援
団
　
　

　
少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育

て
に
対
す
る
考
え
方
や
環
境
が
以
前
に

比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

両
親
が
共
に
就
労
す
る
家
庭
が
増
加

し
、
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
核
家
族
化
で
身
近
に
相
談

で
き
る
人
が
な
く
、
子
育
て
に
不
安
や

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
孤
立
す
る
親
も
増

え
、
こ
れ
が
幼
児
虐
待
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が

ち
な
昨
今
、
子
育
て
力
の
低
下
に
よ
る

こ
の
よ
う
な
問
題
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
を
図
る
た
め
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
援
す
る
環
境
を
つ
く
る
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
「
南
丹
市
子
育
て
支
援
条
例
」
が
昨

年
９
月
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
こ
の

４
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。
本
条
例
に

よ
り
、
子
宝
祝
金
、
子
育
て
手
当
、
入

学
祝
金
を
支
給
し
ま
す
（
㉚
・
㉛
・

32
）
。
ま
た
、
引
き
続
き
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
（
高
校
在
学
中
の
生
徒
は
19
歳

ま
で
）
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
33
）
。

　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、
園
部
地
域
に
加
え
て
八
木
・
日

吉
・
美
山
地
域
に
お
い
て
も
事
業
拡
大

し
、
子
育
て
相
談
業
務
や
情
報
の
提

供
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
（
34
）
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を

「
預
け
た
い
人
」
「
預
か
る
人
」
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
で
作
り
、
仕
事
と

育
児
が
両
立
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

す
（
35
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
継
続
し
た
支
援
で
、

南
丹
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

 

育
ち
と
学
び
の
環
境
づ
く
り
　
　
　
　

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自
ら
学
ぶ

意
欲
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な

ど
を
培
う
「
確
か
な
学
力
」
と
「
生
き

る
力
」
の
育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。

生
き
生
き
と
学
び
な
が
ら
、
健
や
か
に

育
つ
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
目
指

し
、
安
心
・
安
全
の
学
校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

ら
せ
な
ん
た
ん
」
、
そ
し
て
全
市
域
で

整
備
が
完
了
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
情
報
が
い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
よ

う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
出
前
講
座
」
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
に
市
職
員
が
地
域
に

出
向
い
て
市
の
事
業
や
施
策
を
説
明
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
の
市
政
懇
談
会

も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

市
民
と
共
に
考
え
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
の
環
境
を
整
え
る
ま
ち
づ
く
り

▲「地域づくり出前講座」

▲子育てすこやかセンターで親子、親同士のつながりを深めます

㉚子宝祝金
　　　　　　　     １，２００万円
　子どもの出産を祝福し、一人当

たり５万円を支給
㉛子育て手当
　　　　　　　     ４，２３２万円
　健やかな成長を支援するため、

月額で第１子２，０００円、第２子
３，０００円、第３子以上５，０００
円を満5歳まで支給
32入学祝金
　　　　　　　     ２，３２２万円
　子どもが小学校入学時に３万円、

中学校入学時に４万円を支給
33すこやか子育て医療給付金　
　　　　　　     ２，８０７万円
34地域子育てすこやかセンター事
業　　　　　      １，１５０万円
35ファミリーサポート事業
　　　　　　　　　   ８０７万円

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ


